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福井県コンクリ…躊舞剛層封設立 10周年記念講演会

北陸地方におlf_6コンクリー動 の劣1蹴維持管理の最新事情

～本格的な維持管理の時代を迎えてみ

主催:福井県コンクリート診断士会  共催:公益財団法人福井県建設技術公社
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「北陸地方Iモお1する泰濃の現状難 持管理の最新機術J

(金沢大学 壼T研究域 環境デザイ〕膚孫 教授 鳥居 和之氏)
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「北騰地方における塩書の現状と維持管理の最新技術」
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記念講演 第 I部  資料

JL陸地方におIする ASR_0現状と維持管理の最新枝術

(金沢大学理籐研究域螺津7~貿ン学系数搬鳥居撫嵐氏〕



講師籍介

鳥居 和之 氏 gOR‖ Kaz‖ yuki)

口 所属組織・役職等

金沢大学 理工研究域 環境デ環境デザイン学系 教授

□ 教育分野

学士課程 :理工学域 環境デザイン学類

大学院前期課程 :自然科学研究科 環境デザイン学専攻 構造・材料工学講座

大学院後期課程 :自然科学研究科 環境科学専攻 環境創成

□ 所属研究窒等

土木材料研究室 (TEヒ076-234-4620 FAX076-234-4620)

日 学歴

出身大学院 i金沢大学 籍士課程 工学研究科 土木工華専攻 修了

出身大学 :金沢大学 工学部 土木工学科 卒業

取得学位 :工学博士

□ 聴歴

奎沢大学 理
=研

究職 教授 (1110年 毎月 1自～)

□ 生年月

1953年 2月

日 議理学会

=土木学会 に005～ 2011年)

・ 日本材料学会 は005～ 2011年 )

・ 日押 ンクリートエ学会 中部窯部京部長 (2009～20119
0A01

口 受賞学術賞

・ SCMT国際会議優秀論文賞
・
(2013年 3月 20日 )

・ 日本材料学会論文賞 (2011年 5月 24曰〉

・ 日本ヨンクリ…卜工学協会功労賞 (2009年 5月 30日 )

・ 日本コンクリートエ学協会賞技術賞 (2007年 5月 25日 )

・ セメント協会論文策 (2005簾 畢月 25日 )

・ 第 11回アルカリ骨材反応国際会議優秀論文賞 (2000年 6月 22日 )

・ 第 19ロセメント協会研究奨励金 (2005年 3月 30日 )

・第,ロアノンカリ骨村跡 |こ関する即警参議攣秀議奏箪

`19録

年7脚 野ヨ〕
・ 第 17回セメント協会研究奨励金 (20∝ 年 4月 10日 )

・錆11自セメント協会議 羹励金 (1909年 4月 1日 )

・金沢大学自然科学研究科優秀貢献賞 (2011年 2月 25日 )

・ 金沢大学自然科学研究科優秀貢献賞 (2008年 2月 25日 )
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記念講演 第I部  資料

北陸地方における塩害の現状と維持管理の最新技術 _

(金沢工業大学環境・建築学部 環境土木工学科教授宮菫心島■)



講師紹介

宮 塁 心 一 氏 (蹴YAZATO S‖ぼoM)

□ 所属組織・役職等

金沢工業大学 環境・建築学部 環境土木工学科 教授

□ 教育分野

学士課程 l環境・建築学部 環境土木工学科

大学院前期課程 :工学研究科 環境土木工学専攻

大学院後期課程 :工学研究科 環境土木工学専政

□ 所属研究室等

宮里研究室 (■抵076-274-7798印氏07←27■7102)

□ 学魔

出身大学院 :東京工業大学 Iet課程 理工学研究科 土木工学専攻 修了

出身大学 :東京工業大学 理工学部 土木工学科 事業

取得学位 :博士 (工学)             .

□ 職歴

東京工業大学 工学部 助手 (1998年 4月 1日 ～2001年 9月 30日 )

金沢工業大学 工学部 講師 (2001年 10月 1日～2004・ 年 3月 31日 )

金沢工業大学 環境・建築学部 准教授 42004年 4月 1日～20011年 3月 31日 )

金沢工業大学 環境・建築学部 教授 C2011年 4月 1日～)

日 生年月

1971年 6月

日 所属学会

・ 土木学会
由日本材料学会

・ 日本コンクリートエ学会

“腐食防食協会

・ 日本建築学会
,日本工学教育協会

回 受賞学術賞
ロセメント協会論文賞 (1999年 5月 )

・ 土木学会吉霞研究奨励賞 (2000年 5月 )

・ ACI―SINGAPORE CllAPTER AWARD位 001年 8月 )

・ 日本材料学会論文賞 (2002年 5月 )

・ 日本コンクリートエ学協会賞(論文賞〕(2002年 5月 、2011年 6月 )

"土木学会論文奨励賞 (2003年 5月 )

・ Degussa―MBT AWARD(2∞3年 8月 )



北陵蠅劇に議計色塩害0現状こ
維持管理の最新機術

金沢工業大学 宮里心―
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構造物群に対する予防保全

予防保全のためのモニタリング

FAHンによる長寿命化

北縫地劇に議rt●塩害劣化

として補修

細球 る塩害進行

る一 轟
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劣化藤国副同研究時期
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材料劣化が生じるコンクリート構造物の
維持管理優先度研究4ヽ委員会

颯
"く

昨～即lSわ

劣化したコンクリー離 犠
手対騒 慕機`補修の優先度を、工学的に

r事後保全』から『予防保全』へめ移行畑
であるからこそに生じる課題を整理する。
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昴
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して、調査・評価q補修
などの維持管理の合理
化が望まれている。

で:まな,ヽ
'任舞の時期まで、限られた予算

■カ リート構造物を維持管理するシス

コンクII― 卜標準春宙書申

軸 鷲

傾きが大きい構造物を、

近赤外線分光法

蛍擦 線分析法 など

・ 中樫量話琶躙 判断書る。
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お願い

管理されている既設構造物に対して、
折角の機会ですので、
宮学連携で調査をしませんか?

軸　　一

ｏ
　

　

　

申

臨 師

値が小さい構造物を、
優先的に点検する

■中身の丈に応じてグレーディングを藩価する。

離孔目視議査督撃瞬性壇法,電機波トダ法 (マ轟だ
スアレインダ哺静。量音波法(広締越超青摯法),衝撃
弾性波法(打鸞栞舞詢 ,贅撃弾機構轟に加η掟ト

議),…

発生後から破壌に至るまでの
耐力に余裕が少ない。

孝こ働①
作用環境や劣化速度の空間的分布に関する情
報を,簡易"広範囲・定量的に取得織 る信頼
性の高い調査方法を糖十する。

大規模な構造犠群に対するスクリ
ー グにお

いて,半定量的な構造性能評価方法(=グレー
ディング}を確立する.

管理者にとつて支出の平準と雛 図るため、
調査を効率4Lと低コスト化する。
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きこ働②

予防保全で1ま,外観調査による診断が困難な
ため,非破壌調査を活用する「

予防保全の観点から、変状が顕在化する前段階で
の非破壊調査、および維持管理水準以下で変状
の経時変化を把握するためのモニタリング手法の
開発と運用を進める。

春じめ③

ロ ルコストも考慮した,新たな運用システム
を確立する.

轟驚黎謂省1轟蔦輩」轟魏携。

構整物群に対する予鵬保全

将来的にも必要な構造物を選定し、対象部材
の劣化や変状の程度を調査で明らかにし、か
つその情報を入力値として今後の性能低下を
予測し、供用期間にわたり要求性能を下回らな
い対策を実施することである。

特に今後は、材料劣化に関する性能のみなら
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構の内部では
凍結臨止瓢によも塩書

甲 紹トロ

嶋狩管理業務に対するスイス人の意識

口釦暉前、卜湾 レゝ内床版の塩書により、
トモ詢ウが転落し、大事故l鑢った。凛 を
機に、市民へ「コ

"リ
ー軸 0維持

管理の動 を説明してきた。

5



007日 ―

構造物群に対する

予防保全のためのモニタリング
・解析手法の廃発
・モニタリング麟 測定)方法への応用
・轍 物での適用
・ 実用に向lfた機集

FA3ンによる長寿命化

含理的

…

目指した点犠有法

既存構造物において虜食速度を評価する際の条件
“構遺縮0供用を停止

…
に、非機璃鼠験で灘定する。

“腐禽霧農は、外部燎構(温度、澤農等)024Lにより
常に菫化する0で,連焼的磁 定する。        ・

マクロセIL腐食電流0解橋方法
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勒 フロー

構造物群に対する予防保全

予防保全のためのモニタリング
・ 解析手法の開発
。モニタリング(鑢 定)方法への応用

・ 案構造物での適用
・ 実用に向けた提案

FA4ンによる長寿命イL
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問題点①:対極板が短期間で鯖びる。

問題点②:導電性接着体の抵抗が増加する。

K Ct,Na.範.AL動
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をニタirレ
ー   (vera}

離 の評価

奪顔習雪調雷拠遭農ば罷機事を,手縫撮いた

実験機要

滋漱4鵜 諸催
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構造物群に対する予防保全

予防保全のためのモニタリング
・ 解析手法の開発
。モ導 リング(通縦測定)方法への応用

・ 案構造物での適用
・ 実用に向けた提案

FA3ンによる長寿命fL
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構造物群に対する予防保全

予防保全のためのモニタリング
・ 解析手法の開発
・ モニタリング(連議測定)方法への応用
・ 実構造物での適用
・ 実用に向けた提案

FA3ンによる長寿命化
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犠 07日…

予防保全のためのモニタリング
解析手法の開発
モニタリング(連続測定)方法への応用
実構造物での適用
実用に向けた提案

FA●ンによる長寿命化

①腐食速度は数年毎に測定して、
気温で補Fntする。

コンクリート内部の温度を気温から推定した後,

アレニウスの法則に基づいて
鉄筋の腐食速度を推定する.

二腱村恨醸lmpl佛壼繭文

②腐食速度は2週間毎:議Mlo時に灘定して、
平均腐食量を予測する.

l θψι繕テがれ`
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①腐食速度l■数年毎に測定して、
気温で補間する。

②腐食速度lt2週間毎i印、M10時に測定して、
平均腐食量を予灘する。

実用化に向けた提熱②

平均腐食速度を評価で締 る最短期間は?

実用化に向けた提祟②
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FA●ンによる長寿命化
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ライフサイクルコストの算定手順の例  口:trtV

LCCの試算例

一Ｅ
崚
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Ｖ
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40   00

経過期「・ 7(年 )

卸 フ鳳…

構造物群に対する予防保全

予防保全のためのモニタリング
解析手法の開発
モニタリング(連続測定)方法への応用
案構造物での適用
実用に向Iナた提案

FAmンによる長寿命化
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